
（須賀川市人口 76,651人 1月1日現在） ［前年度比 △304人］（須賀川市人口 76,651人 1月1日現在） ［前年度比 △304人］

　この中には、須賀川市議会の議場もできます。
　市民生活を守る防災拠点や早期の市民生活の回復の拠
点、さらには、まちの活気、にぎわいを創出する拠点と
しての役割も果たします。

復興、そして発展へ
新しい庁舎の形が段々と見えてきました。

市政の拠点として
　　未来の須賀川を担う
市政の拠点として
　　未来の須賀川を担う

須賀川市役所  新庁舎建設中
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本
委
員
会
で
は
、
継
続
調
査
事
件
と

し
て

●
行
財
政
計
画
に
関
す
る
こ
と

●
所
管
の
事
務
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
所
管
の
事
務
に
関
す

る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
改
選
前
の
委

員
会
で
提
言
を
行
っ
た

●
福
島
空
港
の
利
活
用
に
関
す
る
こ
と

●
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
こ
と

●
危
機
管
理
体
制
に
関
す
る
こ
と

の
３
つ
の
項
目
に
つ
い
て
取
組
状
況
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11

月
に
現
地
視
察
を
行
い
工
事
の
進
捗
状

況
が
25
％
で
あ
る
こ
と
、
杭
打
ち
工
事

は
杭
が
岩
盤
に
達
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
行
財
政
計
画
に
関
す
る
こ

と
」
に
つい
て
は
、
行
政
評
価
、
公
会
計

制
度
導
入
に
よ
る
影
響
と
効
果
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て
総
括

的
に
調
査
を
行
って
お
り
、
本
年
１
月
に

は
、
愛
知
県
豊
川
市
、
東
京
都
町
田
市

に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
に
お
い
て
は
、
行
政
経
営
改
革

の
在
り
方
や
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設

　

本
委
員
会
は
、12
月
定
例
会
に
お
い

て
、付
託
議
案
３
件「
須
賀
川
市
営
住
宅

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
須
賀

川
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
須
賀
川
市

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」に
つ
い
て
、関
係

部
課
長
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行
い
ま

し
た
。審
査
の
結
果
、３
件
す
べ
て
原
案

通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

継
続
調
査
事
件
で
あ
る
「
須
賀
川
駅

西
地
区
開
発
を
含
め
た
駅
周
辺
の
面
的

整
備
及
び
所
管
の
公
共
施
設
の
維
持
管

理
並
び
に
所
管
の
事
務
の
執
行
に
つ
い

て
」
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

１
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、静
岡

県
湖
西
市（
新し

ん
じ
ょ
は
ら

所
原
駅
）・愛
媛
県
新
居

浜
市（
新
居
浜
駅
）で
の
駅
周
辺
整
備
事

業
に
つい
て
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
所
原
駅
で
は
、
南
北
通
路
の
新
設

及
び
橋
上
駅
化
並
び
に
駅
周
辺
整
備
を

進
め
て
お
り
、
平
成
30
年
度
の
完
成
予

定
で
す
。
新
居
浜
駅
で
は
駅
前
土
地
区

画
整
理
事
業
に
引
き
続
い
て
駐
車
場
を

始
め
と
し
た
公
共
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
完
成
予
定
で
す
。

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
本
市
の

現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
先
進
的
取
組

を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
行
政
視
察
で
の
内
容
を
踏

ま
え
て
、
市
当
局
と
の
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
委
員
会
と
し
て
、
具
体
的

な
提
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
本
市
の
整
備
事
業
展

開
に
資
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
当
局
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
建

設
水
道
事
業
の
推
進
に
役
立
て
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総務常任委員会

委 員 長　大倉　雅志

副委員長　安藤　　聡

委　　員　渡辺　康平

　　〃　　　五十嵐　伸

　　〃　　　佐藤　暸二

　　〃　　　市村　喜雄

建設水道常任委員会

委 員 長　加藤　和記

副委員長　本田　勝善

委　　員　水野　　透

　　〃　　　大寺　正晃

　　〃　　　大越　　彰

　　〃　　　渡辺　忠次

建
設
水
道
常
任
委
員
会

新庁舎建設現場新庁舎建設現場

静岡県湖西市静岡県湖西市
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本
委
員
会
は
、
平
成
27
年
９
月
定
例

会
で
の
常
任
委
員
の
改
選
後
、
現
体
制

に
よ
り
議
案
の
審
査
及
び
所
管
の
事
務

の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
１
件
、
12
月

定
例
会
に
お
い
て
２
件
の
議
案
審
査
を

行
い
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の

質
疑
の
中
で
、「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人

番
号
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

の
必
要
性
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

所
管
す
る
生
活
環
境
部
と
産
業
部
に

関
わ
る
事
務
の
執
行
状
況
で
は
、
空
き

家
対
策
計
画
の
策
定
、
水
田
除
染
の
実

施
状
況
、
除
染
事
業
（
住
宅
等
）
の
実

施
状
況
、
須
賀
川
市
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
供
給
制
度
に
つ
い
て
、
第
４
回
東

京
電
力
（
株
）
に
対
す
る
損
害
賠
償
請

求
（
一
般
会
計
分
）
に
つ
い
て
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
輸
送
に
係
る
本
市
の
工
程
に
つ

い
て
、
企
業
立
地
の
諸
制
度
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
雇
用
拡
大
と
定
住

人
口
の
拡
大
を
目
的
と
し
た
「
雇
用

拡
大
に
向
け
た
企
業
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
」
を
調
査
事
件
項
目
と
し
て
設

　

本
委
員
会
で
は
、
具
体
的
な
調
査
項

目
と
し
て

●
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
整
備

●
小
中
一
貫
教
育
と
安
全
・
安
心
な
教

育
環
境
の
整
備

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
３
項
目
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
行
政
視

察
に
お
い
て
、大
阪
市
箕み

の
お面
市
で
は「
小

中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
」
施
設
一
体
型

と
校
区
連
携
型
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
成

果
と
課
題
、
小
学
校
中
期
か
ら
の
一
部

教
科
担
任
制
な
ど
、
平
成
20
年
度
か
ら

小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し
て
い
る
先
進

事
例
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
で
は
「
少
子
化

対
策
事
業
へ
の
取
組
に
つ
い
て
」
子
育

て
応
援
事
業
や
男
性
の
育
児
参
加
普
及

啓
発
な
ど
の
具
体
的
な
施
策
や
取
組
に

つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
都
市
子
育
て
支
援
総
合
セ

ン
タ
ー
「
こ
ど
も
み
ら
い
館
」
で
は
、

教
育
・
福
祉
・
医
療
が
一
体
と
な
っ
た

子
育
て
支
援
の
取
組
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
行
政
視
察
の
成
果
を
本
委
員

定
し
、
１
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で
、
次

世
代
産
業
の
先
進
地
の
岐
阜
県
各か

か
み
が
は
ら

務
原

市
、
農
業
の
６
次
産
業
都
市
愛
媛
県
西

条
市
に
お
い
て
行
政
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。こ
れ
ら
を
参
考
に
更
に
調
査
、

研
究
を
重
ね
当
局
に
提
言
し
て
い
き
ま

す
。

会
が
所
管
す
る
調
査
事
項
に
活
か
し
、

当
局
へ
の
意
見
交
換
や
各
種
施
策
、
事

務
事
業
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

教育福祉常任委員会

委 員 長　生田目　進

副委員長　相楽　健雄

委　　員　溝井　光夫

　　〃　　　広瀬　吉彦

　　〃　　　丸本由美子

　　〃　　　鈴木　正勝

生活産業常任委員会

委 員 長　関根　保良

副委員長　佐藤栄久男

委　　員　大河内和彦

　　〃　　　横田　洋子

　　〃　　　大内　康司

　　〃　　　高橋　秀勝

生
活
産
業
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

岐阜県各務原市岐阜県各務原市

滋賀県近江八幡市滋賀県近江八幡市



一部事務組合等の報告
当市が構成員となっている一部事務組合の状況について報告します。当当当当当当当当当当当当当

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
の
報
告

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合
の
報
告

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

須
賀
川
地
方
保
健
環
境
組
合
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本
組
合
は
、須
賀
川
市
、石
川
町
、

鏡
石
町
、天
栄
村
、玉
川
村
、平
田
村
、

浅
川
町
、古
殿
町
の
１
市
４
町
３
村

で
構
成
さ
れ
、平
成
27
年
４
月
１
日

現
在
の
管
轄
人
口
は
、13
万
６
９
８
６

人
、世
帯
数
４
万
８
３
１
３
世
帯
で
す
。

須
賀
川
市
に
本
部
を
置
き
、２
消
防

署
、５
分
署
、１
分
遣
所
、１
派
出
所
で

組
織
さ
れ
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
８
台
、

タ
ン
ク
車
５
台
、特
殊
車
両
４
台
、救

急
自
動
車
12
台
を
配
置
し
、２
１
０
人

（
平
成
27
年
度
）の
職
員
で
、地
域
の

安
全・安
心
を
築
く
た
め
、昼
夜
を
問

わ
ず
活
動
し
て
お
り
ま
す
。予
算
に
つ

い
て
は
、構
成
市
町
村
に
よ
り
負
担
さ

れ
て
お
り
、平
成
27
年
度
の
当
初
予
算

は
、20
億
６
８
６
０
万
円
で
す
。

　

こ
こ
数
年
に
お
い
て
は
、ゲ
リ
ラ
豪

雨
な
ど
に
よ
り
土
砂
災
害
や
河
川
の

氾
濫
が
発
生
し
、当
地
方
で
も
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
あ
り
ま

す
。ま
た
、傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上

な
ど
、迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、

深
刻
な
医
師
不
足
の
た
め
管
内
の
医

療
機
関
で
は
収
容
で
き
ず
、他
市
へ
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
も
多
い

こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、救
急
車
の
適

　

本
組
合
は
、
須
賀
川
市
、
鏡
石
町

及
び
天
栄
村
の
３
市
町
村
で
構
成
さ

れ
、
須
賀
川
地
方
衛
生
セ
ン
タ
ー
と

須
賀
川
地
方
休
日
夜
間
急
病
診
療
所

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
平
成
27
年
10
月
30
日
に
10
月

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、「
平
成
26
年

度
一
般
会
計
予
算
継
続
費
の
逓
次
繰

越
し
に
つ
い
て
」、「
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」、「
平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」、

「
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）」
の
報
告
１
件
、
議
案
３

件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
了
承
、

同
意
、
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
の
議
員
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
当
局
よ
り
「
新
ご
み
処

理
施
設
建
設
運
営
事
業
」
の
概
要
・

予
定
等
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
運
営
事
業

は
、
現
在
の
焼
却
施
設
が
平
成
２
年

４
月
の
運
用
開
始
か
ら
、
25
年
以
上

経
過
し
、
施
設
全
体
が
老
朽
化
し
建

て
替
え
の
時
期
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
の
生
活
環
境
保
全
の
た
め

浅川分署
古殿分署

平田分署

玉川派出所

鏡石分署

長沼分署

湯本分遣所

須賀川消防署

石川消防署

に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
施
設
整
備
の
基
本
方
針
」

は
、

①
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

②
経
済
性
に
優
れ
た
施
設

③
安
全
性
・
安
定
性
に
優
れ
た
施
設

④
資
源
循
環
に
優
れ
た
施
設

⑤
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
施
設

の
５
つ
で
す
。

　

今
後
、
実
施
設
計
・
建
設
工
事
を

経
て
、
平
成
31
年
４
月
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
平

成
31
年
４
月
か
ら
20
年
間
を
民
間
事

業
者
に
運
営
委
託
す
る
計
画
で
す
。須賀川地方衛生センター須賀川地方衛生センター

須賀川消防署（本部）須賀川消防署（本部）

正
利
用
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
様
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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本
企
業
団
は
、
須
賀
川
市
、
鏡
石

町
、
天
栄
村
、
玉
川
村
の
4
市
町
村

で
構
成
し
、
地
域
医
療
の
拠
点
施
設

と
し
て
周
辺
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
の
確
保
と
健
康
増
進
に
貢
献
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
12
月
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
た
め
の
医
療
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
産
科
婦
人
科
診

療
棟
の
建
設
工
事
が
着
工
し
ま
し

た
。

　

完
成
は
平
成
29
年
1
月
を
予
定
し

て
お
り
、
4
月
の
診
療
開
始
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

岩
瀬
地
方
市
町
村
議
会

は
、
須
賀
川
市
、
鏡
石
町
と

天
栄
村
の
３
市
町
村
の
議
員

46
人
で
構
成
し
、
岩
瀬
地
方

の
課
題
等
に
つ
い
て
各
議
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
議

論
し
要
望
の
実
行
運
動
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

天
栄
村
議
会
か
ら
、
①
国

道
１
１
８
号
の
整
備
促
進
、

②
国
道
２
９
４
号
の
整
備
促

進
、
③
県
道
白
河
羽
鳥
線
の

整
備
促
進
。

　

鏡
石
町
議
会
か
ら
、①
東

日
本
大
震
災
に
係
る
復
興
事

業
支
援
、②
一般
国
道
４
号
鏡

石
区
間
の
４
車
線
化
整
備
促

進
、③
地
方
創
生
の
推
進
。

　

須
賀
川
市
議
会
か
ら
、
①
原
子

力
災
害
に
係
る
除
染
対
策
の
充
実
、

②
原
子
力
損
害
賠
償
の
適
正
な
実

施
及
び
迅
速
化
、
③
医
師
の
確
保

と
健
康
管
理
体
制
の
整
備
。

の
９
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
す
べ

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
１
月
26
日
に
県
へ

の
実
行
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、「
岩
瀬
地
方
に

お
け
る
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
の
演
題
で
、
須
賀
川
市
観
光
牡

丹
大
使
で
も
あ
る
大
平
洋
金
属
株

式
会
社
監
査
役
・
元
株
式
会
社
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
代
表
取
締
役
副
社
長
の
小

林
茂
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

岩瀬地方市町村議会議員大会

小林茂先生の講演小林茂先生の講演

平成27年11月6日平成27年11月6日

●
産
科
婦
人
科
診
療
棟
概
要

1
階

　

玄
関
・
受
付
・
鍼
灸
治
療
室

2
階

　

産
科
婦
人
科
病
室
30
床
・
分
娩
室
・

　

陣
痛
室

３
階

　

産
科
婦
人
科
外
来
・
新
生
児
集
中

　

治
療
室
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
３
床
、
Ｇ
Ｃ
Ｕ

　

６
床

完成予想模型完成予想模型

平成27年12月26日　安全祈願祭平成27年12月26日　安全祈願祭
（企業長による鍬入れ）（企業長による鍬入れ）

病棟

外来棟

産科婦人科診療棟
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議案等番号 件　名 結果

議　
　
　

案

100 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて ◎

101 須賀川市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 ◎

102
須賀川市復興産業集積区域における固定
資産税の課税免除に関する条例の一部を
改正する条例

◎

103 須賀川市税条例の一部を改正する条例 ◎

104

須賀川市行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例

◎

105 字の区域の変更について ◎

106 須賀川市部設置条例等の一部を改正する条例 ◎

107 須賀川市営住宅条例の一部を改正する条例 ◎

108 須賀川市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 ◎

109 須賀川市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ◎

110 須賀川市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 ◎

111 須賀川市住民基本台帳カードの利用に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案等番号 件　名 結果

議　
　
　

案

112 須賀川市立認定こども園条例 ◎

113 須賀川市立児童クラブ館条例の一部を改正する条例 ◎

114 須賀川市ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ◎

115 （仮称）大東こども園新築工事のうち建築主体工事の請負契約の変更について ◎

116 須賀川市介護保険条例の一部を改正する条例 ◎

117 須賀川市教育委員会の職務権限の特例に関する条例 ◎

118 平成27年度須賀川市一般会計補正予算（第3号） ◎

119 平成27年度須賀川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号） ◎

120 平成27年度須賀川市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） ◎

議
員
提
出

意
見
書
案

10 公立小中学校の教職員数の充実・確保の
ための意見書の提出について ◎

請
願

6 「所得税法第５６条の廃止」を求める意見書提出について △

9 公立小中学校の教職員数の充実・確保の
ための意見書の提出を求める請願書 ◎

※　○は賛成　 ●は反対　  ※議長（広瀬吉彦）は、採決に加わりません。

12月定例会の審議結果をお知らせします！

上の表のうち、賛否の分かれた議案などについて、議員ごとの賛否についてお知らせします。各 議 員 の 賛 否 一 覧

議案・意見書・請願
番号

志政会 創政会 新政会 無会派 議決結果
水
野　

透

溝
井
光
夫

安
藤　

聡

大
寺
正
晃

関
根
保
良

五
十
嵐　

伸

広
瀬
吉
彦

佐
藤
暸
二

高
橋
秀
勝

渡
辺
康
平

本
田
勝
善

生
田
目　

進

鈴
木
正
勝

大
内
康
司

渡
辺
忠
次

佐
藤
栄
久
男

相
楽
健
雄

加
藤
和
記

市
村
喜
雄

大
越　

彰

横
田
洋
子

丸
本
由
美
子

大
河
内
和
彦

大
倉
雅
志

賛

成

反

対

棄

権
請　　願　　６ ● ● ● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● 2 21 0

≪結果の表示記号≫　◎全会一致で可決、同意、承認、採択　○賛成多数で可決　△賛成少数で不採択　　　賛否が分かれた議案等



3月定例会のお知らせ
日 月 火 水 木 金 土

2/21 22 23 24 25 26 27
招集日
【本会議】
（議案一括上程
提案理由説明）

議員議案調査

議会運営
委員会

議員議案調査 議員議案調査

休会

28 29 3/1 2 3 4 5

休会

議員議案調査

【本会議】
（総括質疑、議案
等の委員会付託）

議員議案調査 常任委員会議案調査 常任委員会議案調査

【本会議】
（一般質問）

常任委員会議案調査

休会

6 7 8 9 10 11 12

休会

【本会議】
（一般質問）

常任委員会議案調査

【本会議】
（一般質問）

常任委員会議案調査

【委員会】
総務常任委員会
建設水道常任委員会

【委員会】
生活産業常任委員会
教育福祉常任委員会 休会 休会

13 14 15 16 17 18 19

休会

【委員会】
予算委員会

【委員会】
予算委員会

【委員会】
予算委員会

事務整理

最終日
【本会議】
（委員長報告、議案等
の質疑・討論・採決）

　本会議２日目（３月１日㈫）に総括質疑が行われます。
　質疑は、提案された議案等に対し、賛否の態度決定が可能にな
るよう不明確な点について、提出者等の説明をただすために行わ
れます。
前回の１２月定例会では、
（議案第１０３号）須賀川市税条例の一部を改正する条例
（議案第１０４号）須賀川市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
（議案第１０６号）須賀川市部設置条例等の一部を改正する条例
（議案第１１４号）須賀川市ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
（議案第１１８号）平成27年度須賀川市一般会計補正予算（第3号）
について質疑がなされました。

　総括質疑を傍聴してみませんか　

３月定例会は、２月２３日㈫から３月１８日㈮までの２５日間開催される予定です。

　議案に対す
る議員の総括
質疑を行いま
す。また、詳細
な審査をするた
め、付託する
委員会を決定し
ます。

　23日に提案
理由の説明を
受けた議案に
ついて、議員が
議案の調査を
し、今後の審査
に備えます。

　市政全般の
事務などについ
て質問を行い、
市政執行の状
況や今後の方
針などを確認し
たり、議員とし
ての意見などを
述べたりします。

　議員が、
委員会 審
査の結果を
踏まえ議案
等に対する
賛否を検討
します。

　各委員会に付託された
議案等に関する委員長報
告を行い、質疑・討論を
実施します。それを踏まえ
て採決が行われます。ま
た、追加提案や議員提出
議案等がある場合は、そ
れらについても審議します。

　委員会審査（9日、10日、
14日、15日、16日）では、各
委員会に付託となった議案の
内容について、質疑を行いな
がら細かく審査します。委員会
として賛否を決定し、本会議
最終日で委員長が審査の結果
を報告します。

　常任委員会
に付託された議
案等について、
委員会を開催
し、議案を調査、
今後の審査に備
えます。

　定例会の会
期を決定します。
また、今期定例
会に上程され
た議案などの
提案理由の説
明を受けます。

　本会議や委員会については住所・氏名を
記入するだけでどなたでも傍聴ができます。
　本会議については、岩瀬支所３階、委員
会については、岩瀬支所２階にお越しくだ
さい。傍聴席は本会議が２４席、委員会が
８席です。
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須
賀
川
市
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
位
置
づ
け
た
、
新
庁
舎
と
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
槌
音
が

聞
こ
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
高
齢
社
会

へ
の
対
応
と
並
行
し
て
地
方
創
生

事
業
の
着
実
な
促
進
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

復
興
か
ら
新
た
な
希
望
あ
ふ
れ

る
「
モ
デ
ル
都
市
須
賀
川
」
の
姿

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
思

い
描
き
な
が
ら
、
共
に
全
国
へ
伝

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長　

鈴  

木  

正  

勝

副
委
員
長　

大  

寺  

正  

晃

委　
　

員　

渡  

辺  

康  

平

〃　
　

水  

野  　

  

透

〃　
　

溝  

井  

光  

夫

〃　
　

横  

田  

洋  

子

〃　
　

佐 

藤  

栄
久
男

〃　
　

相  

楽  

健  

雄

　

５
期
目
の
丸
本
、
新
人
の
横
田

の
女
性
議
員
団
で
す
。
行
政
に
や

れ
る
事
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

市
民
の
声
と
要
求
を
き
め
細
か
く

取
り
上
げ
市
政
を
動
か
し
て
い
き

ま
す
。生
活
相
談
も
し
て
い
ま
す
。

　

大
倉
雅
志
と
大
河
内
和
彦
２
人

の
構
成
で
す
。
医
療
・
雇
用
対
策
・

地
域
交
通
な
ど
市
民
生
活
に
根
ざ

し
た
課
題
に
対
し
、
調
査
研
究
・

提
言
を
行
い
、
住
み
や
す
い
須
賀

川
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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私
た
ち
の
会
派
は
、
60
代
３
人
、

50
代
４
人
、
40
代
２
人
、
計
９
人

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
構
成
で
す
。

会
社
員
、
農
業
、
商
工
業
、
製
造

業
、
建
設
関
係
、
元
市
役
所
職
員

な
ど
社
会
経
験
も
豊
富
で
す
。

　

各
人
が
家
庭
を
築
き
、消
防
団
、

町
内
会
、
国
際
交
流
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

交
通
安
全
活
動
な
ど
地
域
に
し
っ

か
り
と
根
差
し
て
生
活
し
て
い
る

責
任
世
代
で
す
。
市
民
の
皆
様
の

意
思
を
も
と
に
政
治
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
派
は
、
昨
年
８
月

の
市
議
会
議
員
選
挙
後
に
、「
創

政
会
」
と
い
う
６
人
の
新
た
な
会

派
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
派
は
〝
政
策
実
現
の
た

め
に
は
地
方
創
生
が
カ
ギ
と
な
る
〞

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

創
政
会
は
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
国
や

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
本
市
の
復
興
と
地
方
創
生
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

加
藤
和
記
代
表
ほ
か
４
人
の
計

５
人
に
よ
り「
市
民
の
目
線
に
立
っ

た
」「
市
民
の
た
め
の
市
政
の
繁
栄
」

を
主
眼
に
お
き
、各
種
政
策
の
調
査

研
究
等
を
日
々
検
討
し
、安
心
安
全

で
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
べ
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
会
派
の
行
政
視
察

を「
地
域
活
性
化
に
関
す
る
調
査
」

の
テ
ー
マ
に
よ
り
農
林
水
産
業
活
性

化
構
想
研
究
会
ほ
か（
自
称
須
賀

川
市
の
応
援
団
）の
方
々
と
懇
談
、

意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

志

政

会

創

政

会

新

政

会

市
民
連
合
（
無
会
派
）

日
本
共
産
党
須
賀
川
市
議
団（
無
会
派
）

佐藤暸二（代表）
高  橋  秀  勝
広  瀬  吉  彦
五 十 嵐    伸
関  根  保  良
大  寺  正  晃
安  藤  　  聡
溝  井  光  夫
水  野  　  透

渡辺忠次（代表）

大 内 康 司

鈴 木 正 勝 

生 田 目 進

本 田 勝 善

渡 辺 康 平

加藤和記（代表）

大 越　 彰

市 村 喜 雄

相 楽 健 雄

佐 藤 栄 久 男

丸 本  由美子（代表）
横  田  洋  子

大  倉  雅  志（代表）
大河内  和 彦

編

集

後

記

議
会
広
報
委
員
会

　

次
号
の「
す
か
が
わ
市
議

会
だ
よ
り
」は
、５
月
15
日
の

発
行
予
定
で
す
。
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